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［情報名］早生温州ミカンにおける埋め込み式根域制限マルチ栽培法 

［要約］透水性防根シートで制限された深さ約 30cmの埋め込み式根域制限マルチ栽培は、

畝内土壌の乾燥が促進され、慣行マルチ栽培より水分ストレスの付与が容易である。そのた

め、高糖度果実の生産が可能となる。 
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［専門］栽培 

［背景・ねらい］ 

早生温州ミカン栽培において、気象や園地条件によっては、慣行マルチ栽培で十分な品質

向上効果がみられない場合がある。マルチの効果を高めて高糖度果実を生産するため、透水

性防根シートを用いた埋め込み式根域制限マルチ栽培法を確立する。 

 

［成果の内容］ 

１．埋め込み式根域制限マルチ栽培は、透水性防根シートで深さ約 30cm、幅約 1.5mに制限

された畝内に樹間約 1.5m で植栽する（土壌容量：約 800L/樹）（図１）。なお、培土は土

壌容量に対し 3割程度の有機物を混和し、高さ 10cm程度の畝を形成する。 

２．透水性防根シートで囲まれた畝内の土壌の pF 値は、畝外より高く推移する（図２）。

また、葉内最大水ポテンシャル（ψmax）は、慣行マルチ栽培よりも低く推移する（図３）。 

３．収穫時の果実糖度は慣行マルチ栽培より高く、Brix12 以上の果実が 6 割以上生産でき

る（表１）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果は「宮川早生」（試験場内圃場植栽 6年生・花崗岩質土壌、および現地圃場植栽

10年生・玄武岩質土壌、2018年時点）の結果である。 

２．両園地とも列間は 3.5m（うち通路 2m）で、植栽本数を約 180本/10aとした。巻き上げ

式マルチを通路まで完全に被覆し、潅水は点滴チューブを用いて行った。 

３．必要な資材費は 133万円/10a程度である（内、有機物等の土壌改良資材 43万円、巻き

上げ式マルチ 30万円、透水性防根シート「ルートラップシート 30A」19万円、潅水資材

15万円、苗木 13万円、誘引資材 13万円程度）。 

４．水田転換園など地下水位の高い園地では本栽培法の導入を避け、根域制限高うねマル

チ栽培で対応する。 

５．マルチ開始時期は 7月上中旬とする。土壌乾燥が促進されるため、潅水は必須となる。

10日間隔で 20L/樹を基本とし、葉巻き程度や果実肥大の状況などから、樹に一定の水分

ストレスが付与されたときに潅水する。 

 

 

 

 

 



 

［具体的なデータ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1）糖度および酸含量は収穫時 S～M 級果の分析値、ブランド率は光センサーによる選果データ 

注 2）Brix12以上かつ酸含量 1%以下の果実の割合 

注 3）t検定により、＊は 1%水準で有意差あり 

 

［その他］ 
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表１ 収穫期の果実品質注 1) 
 場内圃場  現地圃場 4 ヶ年平均±標準誤差 

マルチ被覆日 2017/8/10 2018/7/11  2015/7/28, 2016/7/7, 2017/7/10, 2018/7/3 

調査日 2017/11/17 2018/11/14  11/10  - 

 糖度

(Brix) 

酸含量 

（％） 

糖度 

(Brix) 

酸含量 

（％） 

 糖度 

（Brix） 

酸含量 

（％） 

 ブランド率 

（％）注 2) 

埋め込み式 

根域制限マルチ 
13.3 1.21 14.2 1.43 

 
12.7±0.4 1.14±0.13 

 
72.3±6.3 

慣行マルチ 10.3 0.87 10.2 0.97  - -  - 

有意性注 3) * * * *  - -  - 
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図２ 埋め込み式根域制限マルチ栽培の畝内外    

における土壌水分の推移          

（試験場内圃場地表面～20cm 間の土壌） 

図３ 栽培方法の違いと葉内最大 

水ポテンシャル（ψmax）の推移 

（試験場内圃場） 

図１ 埋め込み式根域制限マルチ栽培の概要 


